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加藤季夫:関東沿岸水域から得られたミドリムシ藻 Eutreptiellaの3種について

Sueo Kato: On three species of Eutreptiella (Euglenophyceae) in the coastal waters 

of the Kanto district， ]apan. 
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海産のミドリムシ藻 Eulr，似た-tlaはdaCunhaにより できた。このうち，E. hirudoidea Butcherは日本新産で

ブラジノレのリオデジャネイロ湾から得られた E. あるo

marznaをタイプ種として1913年に属が設立された (da 1) Eutreptiella hirudoidea Butcher， Fish. Invest目

Cunha 1914)。その後， SchilIer (1925)によりのm- Lond. Ser. IV. 5. pl. 1. f. 11. pl. 3. f. 5. 1961. (Figs. 2， 

nastica (= Eut坤 tieUa) として 3種，さらに， Butcher 5-7) 

(1964)， Throndsen (1969)および Walneet al目 (1986)に 遊泳中の変形運動をしていない細胞はこん棒状また

よりさらに 5種が新たに記載され，現在までのところ は倒卵形で，長さ 22-32μm，幅 7-11μm，頭部の先端

9種が知られている。日本でも Eul坤 tieUaは広島湾(羽 はまるく，尾部は次第に細くなり先端は突起状になっ

田1972)，岡山港近辺海域(斉藤1984)，大阪湾(矢持 ている。遊泳していない細胞の変形運動は著しく，細

1984)，五ヶ所湾(斉藤1984)，東京湾(斉藤1983， 胞の形や大きさがかなり変化する。また，変形運動を

1984)および相模湾(加藤1991)などに出現し，E. 

marina da Cunha (羽田1972) とE.gymnaslica Thrond-

sen (斉藤1983，1984)， E. eutharyngea Moe即 upand 

Norris (加藤1991)の 3種が同定されている。

筆者は日本の沿岸水域に出現する EutrettieUaの種類

を明らかにするため，まず関東地方沿岸でこの藻を採

集し，得られた培養株の観察を行った。その結果，日

本新産 1種を含む 3種を同定することが出来たのでこ

こに報告する。

材料と方法:採集は1991年と 1992年に，関東沿岸の

港などでプランクトンネットおよび大型の広ロビンを

用いて行った (Fig.1)。採集した試料は氷で冷やして

持ちかえり，ピペット洗浄法で藻体を単離し， PES 

培地 (Provasoli1966)の入った試験管内で培養した。

培養は温度 200C，照度約 30001ux，12時間明期・ 12時

間暗期の明暗周期の条件下で行った。観察は光学顕微

鏡を用いて主に対数増殖期の藻体で行い，その際にノ

マノレスキー式微分干渉装置も用いた。藻体の固定に 1

%オスミウム酸水溶液の蒸気，ピレノイドの染色にプ

ロピオンカーミン (Rosowski佃 dHoshaw 1970，加藤

1991) ，生体染色に0.1%中性赤水溶液，動きを抑える

ために 1%メチノレセルロース水溶液をそれぞれ用いた。

結果と考察:関東沿岸水繊の海水から単離・培養し

たEutrettieUaの29株は，以下の 3種に同定することが
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Fig. 1. A map showing the localities where 
three species of Eutretli・"ellawere colIected. Symbols 
indicate the taxa. 1. Koshigoe. 2. S司jima. 3. Yoko-
hama. 4. Tama River. 5. Harumi. 6. Odo. 7. 
Kuji. 8. Kaw畦jiri.・:E. hiruゐid.切 Butcher. *: 
E. gymnastおa Throndsen. 畠 E. euthaヮngea

Moestrup and Norris. 
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しながら遊泳している細胞もみられる。業縁体は楕円

形で，細胞あたり 6-12個。 2本の不等長の鞭毛のう

ち，長鞭毛は体長の約3倍の長さで，左右に大きく波

状にうねる。一方，短鞭毛は体長とほぼ同じ長さで，

前方にのび，小さく波打つことが多い。核は球形で，

径 5-6μm，細胞のほぼ中央部にある。限点の大きさは

3-4μm，粘液体は小さくて穎粒状。パラミロン粒は対

数増殖期の細胞ではほとんどみられない。外皮の条線

はラセン状に巻いている。収縮胞は観察出来なかった。

培養株:ME-115 (千葉県安房郡白浜町の小戸港，

1992年 5月6日)

タイプ産地:クローチ川河口(イギリス)。

分布:イギリス，ノルウェー，日本。

ME-115株の藻は，外皮の条線の有無と限点の大き

さにおいて Butcher(1961)の原記載と若干異なってい

た。 Butcherは本種の外皮には条線がないと記載して

いるが，外皮の条線はノマルスキー式微分干渉装置を

用いないと観察しにくいこと， Butcherが外皮の条線

はないとしたEut坤tiapertyi Pringsheimにも外皮の条

線があること (Dawsonand Walne 1991)などから，

Butcherは条線を見落としたと判断するのが適切と思

われる。また，眼点はButcherの図ではほぼ5μmで，

ME-115株の藻の眼点よりもやや大きい。しかしなが

ら， ME-115株の藻は，細胞の形や大きさ，葉緑体の

形や数，鞭毛の長さや動きなどの点でButcherの原記

載とよく一致したので E.hirudoideaと同定した。

2) Eutreptiella gymnastica Throndsen， Nytt Mag. 

Bot. 16: 181. f. 18， 24. 1969. (Figs. 3， 8-10) 

遊泳中の変形運動していない細胞は紡錘形または倒

卵形で，長さ 15-28μm，幅 6-11f.lm，頭部の先端はま

るく，尾部の先端は幾分尖っている。遊泳していない

細胞の変形運動は著しく，細胞の形や大きさがかなり

変化する。また，遊泳している細胞も変形運動をかな

り行う。葉緑体は，細胞あたり 1個で，多くの深い切

れこみがあり，網目状に近い形をしており，両側が薄

いパラミロン鞘で覆われたピレノイドを 1個持ってい

る。また，葉緑体はその一部が切れて10個前後の円盤

状または葉状のものになることも多L、。 2本の不等長

の鞭毛のうち，長鞭毛は体長の 1-1.5倍の長さで，細

胞をラセン状に巻いて後方にのび，ゆるやかに波打つ。

Figs. 2-4. Three species of Eutr，ψtiella. 2. E. hirudoidea Butcher. 3. E. gyrt間前ticaThrondsen. 4. E. 
eupharyngea Moestrup佃 dNorris. Scale bars: 10μm. 
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Figs. 5-7. Eutrψtiella hirudoidea Butcher (strain ME-115). 5. A club-shaped cell. 6. A cell with elliptical 

chloroplasts. 7. A cell with two日agellaunequal in length. Scale bars: 10μm 
Figs. 8-10. Eutre，戸tiellagymllastica Throndsen (strain ME-57). 8. A fusiform cell. 9. A cell with a 

chloroplast containing a pyrenoid (arrow) covered by a pal'amylon cap on each side. 10. A cell w油 twoflagella 
unequa1 in length. The longel' flagellum (arrow) makes helix backwards close to the pellicle. Scale bars: 10μm 

Figs. 11-13. Eutrettiella euthaワ勾eaMoestl'up and Norris (stl'ain ME-64). 11. A fusiform cell with undulate 
outlines. 12. A cell with band-shaped chlol'oplasts. 13. A cell stained with p1'opionoca1'mine. Two pY1'enoid 
cent1'es (a1'1'ows) are composed of many small pYl'enoids. Sca1e bal's: 10μm 
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一方，短鞭毛は体長のほぼ 2/3の長さで，前方にのび，

小さく波打つ。核はほぼ球形で，径5μm，細胞の中央

部か，やや尾部よりにある。限点の大きさは3μm，粘

液体は小さくて穎粒状，パラミロン粒は卵形あるいは

長円形で小さL、。外皮の条線はラセン状に巻いてL、る。

貯胞の底部側方に 1個の収縮胞がある。

培養株 :ME・54-57(多摩川河口， 1991年3月10

日)， ME・96-98(神奈川県横浜市横浜港， 1991年7

月25日)， ME・121-123(東京都中央区晴海埠頭，

1992年8月10日)。

タイプ産地:オスロフィヨルド(ノルウ zー)。

分布:ノルウェー，日本。

ME・54-57，ME・96-98，ME・121-123の10株の藻

の観察結果はThr.ondsen(1969)の原記裁や斉藤(1984)

の報告とほぼ一致していた。 ME・54-57，ME-

121-123株の藻と ME・96-98株の藻では若干の差異

がみられ， ME・96-98株の葉緑体のほうが円盤状ま

たは葉状になりやすい傾向がみられた。

今回，東京湾内の横浜港，多摩川河口および晴海埠

頭の 3地点で本種を採集できたが，それ以外に鶴見川

河口でも1985年9月に出現し小規模な赤潮を形成して

いた(筑波大学井上勲氏が採集)。

3) Eutreptiella eupharyngea M.oestrup and N.orris in 

Walne et al.， Phyc.ol.ogia 26: 110. f. 1-32. 1986. (Figs. 4， 

11-13) 

遊泳中の細胞は紡錘形で，長さ 30-52μm，幅 7-

11μm，その側面は波打っている。細胞の頭部は幅が

あまり細くならず，先端は載頭形をしている。遊泳し

ていない細胞は変形運動が著しく，細胞の形や大きさ

が変化するが，遊泳中の細胞はあまり変形運動をしな

い。葉緑体はりボン状で，その一端にピレノイドがあ

り，さらに，幾つかの葉緑体のピレノイドがあっまっ

てピレノイド・センターを形成する。ピレノイド・セ

ンターは2個で，核の前後にそれぞれ 1個ずつある。

しかし，古くなった培養物では，ピレノイド・センター

がこわれ，葉緑体が離ればなれになった細胞が多くみ

られた。 2本の不等長の鞭毛のうち，長鞭毛は体長の

1-1.5倍，短鞭毛は体長の約 1/2の長さで，共に細胞

の前端付近で波打つことが多い。核はほぼ球形で，径

5-8μm，細胞のほぼ中央部の側面にあることが多い。

眼点の大きさは3μm，粘液体は小さくて穎粒状，パラ

ミロン粒は長円形で小さい。外皮の条線はラセン状に

巻いている。収縮胞は観察出来なかった。

培養株 :ME・62-64(神奈川県横須賀市佐島港，

1991年4月24日)， ME・65-69(神奈川県鎌倉市腰越

漁港， 1991年 5月初日)， ME-79-82 (茨城県目立市

久慈漁港， 1991年 7月5日)， ME・83-86(茨城県目

立市川尻港， 1991年 7月5日)， ME-119-120 (東京

都中央区晴海埠頭， 1992年 8月10日)。

タイプ産地:コリングフィヨルド(デンマ-?)

分布:デンマ-?，アメリカ，日本

本種は18株が関東沿岸の 5地点から得られており，

いずれの株の観察結果も Walneet al. (1986)の原記事t

によく一致していた。今回の採集地点のうち，佐島港

および腰越漁港においてはともにパッチ状の赤潮を形

成しており，海水をところどころ緑色にかえていた。

また，晴海埠頭では本種および Eutreptiellagymnastica 

が優占種となっており，海水がうすい緑色をしていた。

終わりに，本研究をするにあたり援助くださった日

本大学農獣医学部生物学研究室の山岸高旺教授および

大島海一助教授にお礼を申上げる。
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